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Market Snapshot

市場の変動に対応して、持続可能な成長を促進するための戦略



新しい直接材支出の現実
直接材の支出は、材料費と人件費が売上原価を押し上げ、企
業の最大の経費となります。 市場の変動やインフレのなか
で、経営陣はインテリジェントで統合的なアプローチを活用
して、直接材の支出を効果的に管理しています。

コスト構造の変革: 輸送費の高騰と商品価格の変動により、かつてないほどの財務
的圧力がグローバル市場全体に生じています。成功を収めるには、運転資金の高
度な最適化し、ビジネスのサステナビリティと成長機会のバランスを取ることが
求められます。


依然として不十分な可視化: ほとんどの企業は、支出額、コストの内訳、混乱の
予測といった、直接材の支出管理の基礎となる要素の可視化に苦労しています。
統合型プラットフォームがあれば、購買部門とサプライチェーンが連携して製品
ライフサイクル全体でコストを最適化し、サプライヤーと協力して混乱を軽減す
るのに役立ちます。

サプライチェーンのボラティリティが激化: 世界的な混乱が瞬時にサプライチェーン
に波及し、同時にインフレと貿易政策の変更が材料費の高騰を招いています。企業
は、コスト削減に成功しても絶対的な支出額は増加するという「負の節減」に直面
しており、直接材の支出を戦略的に管理することが経営陣にとって不可欠となってい
ます。

2023年に6%以上のインフレがあった
にもかかわらず、小売の売上高は急増
し、2019年以来、運送費は2倍に膨れ
上がり、サプライチェーンはかつてな
いほどに圧迫されました。

Boston Consulting Group
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サプライヤーネットワークの進化: 世界的な再工業化と原材料不足の深刻化により、
サプライヤーの環境は根本的に変化しています。企業は、サプライヤーの審査、戦略
的な登録、関係構築を加速することで、迅速に適応し、重要なリソースを確保し、
競争優位性を維持する必要があります。


コンプライアンスの要求の拡大: グローバルなサプライチェーンは現在、紛争地域、
輸入制限、地域規制の変化など、ますます複雑化するリスクに直面しています。先進
的な企業は、包括的なコンプライアンスとリスク管理を業務の枠組みに直接統合し
ています。
 

ビジネスプロセスの断片化: 多国籍企業は、事業部門、地域、文化間で発生する業
務上のサイロに苦慮しており、その結果、リソースの配分が非効率になり、市場
への反応も鈍くなっています。グローバルなオペレーションにおいて、アジャイル
でデータドリブンな意思決定を可能にするためには、統合型プラットフォームが
不可欠です。

経営陣は、サプライチェーンに対する
信頼を平均20%も過大評価していま
す。これは、一部の経営層がサプライ
チェーンを把握できておらず、それが
パフォーマンスに影響を及ぼしている
可能性があることを示唆しています。


The Wall Street Journal

直接材の支出管理を再構築するトレンドに対応するには、システム
アップグレードやプロセスの修正だけでは不十分です。それにもか
かわらず、ほとんどの企業は、今日の環境ではますます持続が困難
になっているトラディショナルな従来の手法に縛られています。
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従来のアプローチでは取り残される
直接材の支出管理を従来のアプローチで行っていては、今日
の市場環境の激しい変化において競争優位性を高めることは
難しくなるばかりです。


プロセスの卓越性が価値を創出: 購買、財務、サプライチェーンの各部門がそれぞれ
独立して業務を行っている場合、財務指標とサプライチェーン指標が一致しなくな
り、利益減少につながります。統合型プラットフォームを使ったアプローチを行なえ
ば、これらの限界が協調的な行動に変わり、利益性を向上させます。


サプライヤーとの連携がイノベーションを推進: 現代のサプライヤーとの関係は、単
なる取引に留まらず、製品イノベーションと市場投入までのスピードに重点を置いた
ものになります。統合型デジタルプラットフォームと共有データ環境により、リアル
タイムでのコラボレーションと問題解決の共同作業が可能になり、市場での差別化
を実現します。

インテリジェントテクノロジーが価値を創出: レガシーシステムは自律的な運用に必
要なAIと自動化機能を備えていません。また、サイロ化されたシステムでは同業他社
のインサイトや市場情報へのアクセスが阻害されます。先進的なソリューションは、
インテリジェントな自動化とコミュニティのインサイトを組み合わせることで、企
業がより大きな価値を創出するのを手助けをします。

•
•

•

追跡すべき主要指標:


機能別プロセス自動化率
コラボレーションプラットフォームのサプライ
ヤーの定着率
戦略的イニシアチブの完了率
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先進のアプローチで実現できる成果: 

収益成長率が2.5倍
収益成長率が2.4倍
AIの拡張成功率が3.3倍
 


Accenture

https://xn--2-h8t367kf6lzsudpew88d.xn--5-0i7a/
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https://xn--2-h8t367kf6lzsudpew88d.xn--5-0i7a/
https://2.0.0.4/
https://newsroom.accenture.com/news/2024/new-accenture-research-finds-that-companies-with-ai-led-processes-outperform-peers


直接材の支出管理を刷新
直接材の支出管理の変革における3つのカギは、購買、サプ
ライチェーン、財務です。 テクノロジーと人のインサイトが
組み合わさることで、優れたビジネス成果を促進できます。


インテリジェントオートメーション: 企業は、総支出管理の主要な特徴である可視化
と管理を実施するだけでなく、AIを活用して日常的な購買決定とワークフローを自動
化する自律型システムへ移行しています。これにより、チームは戦略的な取り組みに
集中できるようになります。

ネットワークオーケストレーション: 業界のトップ企業は、AIを搭載したシステムを
活用して高度なサプライチェーンモデリングとシナリオ計画を実施しており、混乱
が発生する前に問題を事前に検出・解決し、よりスムーズなオペレーションを確保
できます。
 
デジタルコラボレーション: デジタルワークスペースはリアルタイムのサプライヤー
接続を可能にし、AIを活用したディスカバリーが新たな戦略的関係の構築をサポート
します。これにより、テクノロジーシステムと人の専門知識のコラボレーションが最
適化されます。

•
•
•

追跡すべき主要指標:


自律型意思決定の成功率
人とAIのコラボレーションの有効性
ネットワーク最適化レベル 
 
 
 

AIドリブンな予測をサプライチェーン管理に
適用することで、エラーを20%から50%削
減でき、これにより売上損失と製品在庫不

足を最大65%削減できます。




McKinsey & Company

トラディショナルからトランスフォーメーショナルへ: 

新たな直接材の支出管理プレイブック 
Incisiv, Coupaと連携

https://www.mckinsey.com/capabilities/operations/our-insights/ai-driven-operations-forecasting-in-data-light-environments


適応型サプライチェーンの実現
サプライチェーンは、変化を予測し、混乱に適応し、競合
他社に先駆けて機会を捉えることで、真に適応できる存在
へと進化する必要があります。
 
統合型プランニング: 従来のアプローチでは、財務とオペレーションの意思決定が
サイロ化されてしまいます。統合型シナリオプランニングは、企業内およびサプ
ライヤーネットワーク全体のデータを統合し、エンドツーエンドの可視化を実現
することで、より精度の高いビジネス意思決定を支援します。


脆弱性防止: 静的なサプライチェーンモデルはストレス下で崩壊します。高度なデ
ジタルツインがあれば、複数のシナリオに対してネットワークのストレステスト
を実施し、混乱ごとに回復力を強化する危機管理計画を企業は構築できるように
なります。

最適化された業務運営: AIと機械学習は適応型サプライチェーンを強化しますが、
真の最適化は戦略と実行を結びつけます。高度な分析ができれば、戦略的決定か
らコスト最適化と柔軟性を両立させる実行可能な計画につなげられます。

•
•
•

追跡すべき主要指標:


シナリオモデリングの精度
ネットワークレジリエンススコア
利益率最適化の実績 
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製造業の経営幹部の


90%以上が、

サプライチェーンの混乱を


軽減するための戦略の一環として、
複数のサプライヤーと


連携していると報告しています




Deloitte

https://www2.deloitte.com/us/en/insights/industry/manufacturing/realigning-global-supply-chain-management-networks.html


戦略的サプライヤー関係の構築
直接材の支出管理が変革することで、バイヤーとサプライ
ヤーの関係は、サプライチェーンでのコラボレーションを
基盤にした価値を生み出すパートナーシップになります。


戦略的提携: 従来のサプライヤー管理は支出額に焦点を絞り、小さなサプライヤー
での寸断ですらサプライチェーンに深刻な影響を与える可能性があることを見落
としていました。 成功には、規模や立地に関わらずネットワーク全体での強固な
パートナーシップが不可欠です。
 
業務上の連携: 基本的なポータルは手作業での更新や重複したデータ入力が必要
で、意思決定が遅れる原因となります。高度なプラットフォームでは、バイヤー
とサプライヤーがデータと専門知識のやり取りをシームレスに行うので、即時の
可視化が可能になります。

イノベーションの加速: サプライヤーは、共同イノベーションプログラムを通じ専
門性を収益化することで新たな収益源を創出します。このアプローチはサプライ
ヤーの市場拡大を促進しつつ、バイヤーの製品開発と成長機会を加速します。

•
•
•

追跡すべき主要指標:


共同価値創造イニシアチブ 
新しい機会からのサプライヤー収益 
イノベーションプログラムの参加率 
 

 


 サプライヤー開発とイノベーション
をけん引する企業は、


成長率などの指標で業界のトレンドを

最大42%上回る傾向にあります 




McKinsey & Company
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事業利益の確保
直接材の支出最適化は、コミュニティインテリジェンスと
バリューチェーンの効率性を活用することで、長期的な競争
優位性を生み出します。


コストリーダーシップ: コミュニティネットワークは、共有されたインテリジェンス
とマーケットベンチマークを通じて、従来のコスト管理を変革します。企業は、コ
ミュニティのインサイトを活かし、コスト削減の機会を特定し、業界基準に照らし
て価格決定を検証します。


運転資金エクセレンス: 購買、財務、サプライチェーンが緊密に連携することで、企
業は過剰在庫を大幅に削減してキャッシュコンバージョンサイクルを短縮し、戦略
的な再投資に充てる資本を解放できます。


長期的な価値創造: 戦略的なバリューチェーンパートナーシップと差別化された機能
で、持続可能な利益性が実現します。企業は、コラボレーションによるイノベーシ
ョンを通じて、高い利益率を維持しながら、成長のためのスケーラブルなプラット
フォームを構築します。

•
•
•

追跡すべき主要指標:


コミュニティベンチマークパフォーマンス
サプライチェーン最適化率 
長期的な利益性指標
 
 

72%を超える企業が、


自社の主要なサプライチェーン能力が

デジタル面で未成熟であると認識しており、

デジタルツールと戦略への大幅な投資の

必要性が浮き彫りになっています 




Harvard Business Review

トラディショナルからトランスフォーメーショナルへ: 

新たな直接材の支出管理プレイブック 
Incisiv, Coupaと連携

https://hbr.org/sponsored/2021/08/how-disruption-accelerated-digital-supply-chain-transformation


今後の道筋: インサイトからアクションへ
直接材の支出管理の変革は、徐々に改善を行っ
ていくだけでは実現できません。勝ち組の企業
は、5つの主要な能力を中心に戦略とオペレー
ションを根本から再構築しています。
 

インテリジェントオートメーション: AIを活用したプラットフォームはオートノマ

ス(自律的)支出管理を可能にすることで、チームが戦略的価値の生成に集中でき

るようにします。


ネットワークインテリジェンス: 企業はコミュニティのインサイトと予測分析を活

用し、より迅速でより情報に裏付けられた意思決定を推進します。


統合型プランニング: 統合シナリオプランニングは、財務、購買、サプライチェー

ンのデータを連携して、戦略と実行を結びつけます。


適応型オペレーション: デジタルツインとストレステストにより、混乱を通じて強

化される脆弱性耐性のネットワークを構築します。


ネットワークエクセレンス: 戦略的パートナーシップはサプライヤーネットワーク

全体のパフォーマンスを最適化し、イノベーションと持続可能な成長を促進しま

す。


総支出管理を活かす企業こそが、コスト削減と利益率の最大化を実現し、持続可

能な利益を確保する未来を手にします。
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提携:

Incisivは、デジタル混乱に対応する消費財業界の経営幹部向
けピアツーピア型経営者ネットワークおよび業界インサイト
を提供する企業です。 
 
Incisivは、消費財とテクノロジーの業界全体にわたるクライ
アントに対し、厳選された経営者向け学習プログラム、デジ
タル成熟度ベンチマーク、改善案を提示する変革インサイト
を提供します。
 
incisiv.com

Coupaは、コミュニティデータに支えられたAIと、業界をリー
ドする総支出管理プラットフォームを提供し、利益の拡大を可
能にすることで、さまざまな規模の企業の経営を支援する
Margin Multiplier Company™です。Coupaが提供するAIは、
1,000万社以上のバイヤーとサプライヤーからなるグローバル
ネットワークの数兆ドル規模の直接・間接支出データを原動力
にしています。正確な予測と改善案を提示し、利益を伸ばすた
めの価値ある意思決定をスマートに行えるよう支援します。詳
細はcoupa.co.jpをご覧ください。また、Facebook、LinkedIn
とX (Twitter)でもCoupaをフォローしてください。

https://www.incisiv.com/
https://coupa.co.jp/
https://www.facebook.com/coupajapan/
https://www.linkedin.com/company/coupa-software/mycompany/
https://www.linkedin.com/company/coupa-japan/
https://x.com/Coupa

